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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

２

８つの重点目標

合計 11.00 0 302,247 302,247

生活経済対策有識者懇談会運営事業

新型コロナウイルス感染症予防対策物
資購入事業

（人） （補正前） （４月補正） （補正後）
No 令和２年度　実施内容（予定）

職員数 令和２年度
細事業名

300,000

新型コロナウイルス感染症による県民生活や県内経済への影響に
ついて把握するとともに、その影響の最小化を図るため、幅広い分
野に関する有識者や市町村関係者等で構成される有識者懇談会
を開催する

3.00 0 2,247 2,247

防護服やサージカルマスク、サーモグラフィー等を購入し、医療機
関や県有施設等での感染拡大を防止するとともに、県内医療体制
の崩壊を防ぐ。

8.00 0 300,000

補正により取り組む

事業内容

・個人防護具（防護服やサージカルマスクなど）、サーモグラフィー等の購入　300,000千円
・有識者懇談会の開催　2,247千円

成果指標
設定理由

 概算人件費 （Ｃ） 0 0 90,398

 概算事業費（B（A）+C） 0

R元年度 ２年度 ２補正後 指標及びその達成状況

302,247

　その他 0 0 0

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

0 392,645

11.00

予
算
額 補正予算 302,247

合計（A) 0 0

目指す姿

・医療機関や県有施設等において感染防止対策を講じ、県内医療体制の崩壊を防ぐとともに、県機関の安定したサービス供給を図る。
・新型コロナウイルス感染症による県民生活や県内経済への影響を把握及び対策を講じ、その影響の最小化を図る。

（主な実施内容：新型コロナウイルス感染症予防対策物資購入事業、生活経済対策有識者懇談会運営事業）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金 302,247

　県　債

当初予算 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 30年度末

元年度末
（見込）

令和２年度前年度繰越

部局
危機管理部
警察本部

4-3 医療・介護提供体制の充実

課・室
消防課
会計課

実施期間 R2 E-mail

事業番号 01 01 04 事業改善シート （令和２年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

新型コロナウイルス感染症の医療提供体制や県機関業務の維持・確保とともに、県民生活及び県内経済
への影響を最小限とする対策が急務。

令和２年度
補正後額

302,247 千円

職員数 11.00 人

shobo@pref.nagano.lg.jp
police-kaikei@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 新型コロナウイルス感染症対策事業
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

01 01 04

30年度 元年度

新型コロナウイルス感染症予防対
策物資購入事業

新型コロナウイルス感染症予防対
策物資の購入経費

直
接

医療機関での感染拡大を防止するため、個人防護具や
サージカルマスクを購入する。
県有施設での感染拡大を防止するため、サーモグラ
フィー等を購入する。

　 － － － － 300,000

生活経済対策有識者懇談会運営事
業

生活経済対策有識者懇談会
直
接

新型コロナウイルス感染症による県民生活や県内経済
への影響について把握するとともに、その影響の最小
化を図るため、幅広い分野に関する有識者や市町村関
係者等で構成される有識者懇談会を開催する（4～6
月：１回/月）

　 － － － － 2,247

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0 0 0 0 302,247 0合　　　　計

備　考
(R元事業番号)

1

2

令和２年度

当初
(千円)

当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

消防課
□当初要求　　□当初予算案

■補正予算案　□点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

令和２年度　実施内容 令和２年度　実施内容（実績）
２年度
実施
状況

事業番号
事　業　名 新型コロナウイルス感染症対策事業 部局 危機管理部 課・室


